
１．野洲市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）　進捗状況一覧

基本方針 施策 指標
現状値

（対象年度）

目標値

（目標年度）

実績

（対象年度）

1
再生可能エネルギーの導

入促進

市域の電気使用量に対する、市域での再生可能

エネルギー設備による発電電気量の割合

7.8%

（令和４年度）

36～38％

（令和12年度）

8.1%

（令和５年度）

公共施設における二酸化炭素排出量
6,439,651㎏

（令和３年度）

5,734,083㎏

（令和９年度）

5,191ｔ

（令和５年度）

電子化した行政手続き数
107件

（令和４年度）

50件

（令和７年度）

175件

（令和６年度）

環境学習出前講座等実施回数
8回

（　同　上　）

17回

（令和８年度）

3回

（　同　上　）

JR野洲駅乗降客数
24,256人

（　同　上　）

31,000人

（令和７年度）

27,190人

（令和５年度）

コミュニティバス年間利用者数
65,115人

（　同　上　）

58,000人

（令和７年度）

66,252人

（令和６年度）

市民一人当たりの都市公園面積
8.2㎡/人

（　同　上　）

約10㎡/人

（令和12年度）

8.25㎡/人

（　同　上　）

河辺林保全活動参加者数（のべ）
462人

（　同　上　）

404人

（令和８年度）

572人

（　同　上　）

里山保全活動参加者数（のべ）
371人

（　同　上　）

346人

（令和８年度）

479人

（　同　上　）

1人あたりの一般廃棄物の排出量
735.9ｇ/人・日

（　同　上　）

719.58ｇ/人・日

（令和10年度）

699.0ｇ/人・日

（　同　上　）

リユースステーション利用者数
245人

（　同　上　）

121人

（令和８年度）

278人

（　同　上　）

市民・事業者による二酸

化炭素排出量削減活動の

促進

地域環境の整備

循環型社会の形成

2

3

4

資料３
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２．野洲市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）  重点プロジェクトの取り組み状況

①可燃ごみを減らそうプロジェクト

・可燃ごみの削減を図るため、下記の取り組みを実施した。次年度以降も引き続き、活動を継続する予定。

　〇食品ロス削減に向けた啓発活動　店頭啓発２回および広報等による啓発実施。　　〇フードドライブの実施　211kg回収

　〇ダンボールコンポストの普及啓発　普及講座６回実施　　　〇雑紙分別に向けた啓発活動　環境学習会等で３回実施。

②環境学習プロジェクト

③エコ・アクション・ポイントプロジェクト

・令和６年度から、市内の団体や事業所等が開催する環境分野の学習会等への講師派遣を行い、また経費の一部を市が負担を行う事業（野洲

市環境学習支援事業）を開始した。初年度（令和６年度）の実績は１件。次年度（令和７年度）については、申請者数５件を目標に、ター

ゲットを絞り、啓発活動を実施予定。

・令和６年７月１日に事業開始を開始。令和６年度末の登録者数は272名。開始２年目に当たる令和７年度については、登録者数900名を目標

に、事業啓発活動を積極的に実施予定。
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